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●「コモレビの中で」(Photo:Uka Uema)
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今
帰
仁
村
民
憲
章

一
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

一
、
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
テつ
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

一
、
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

一
、
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

一
、
み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を
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0今帰仁村の人口 男4,780人 (‐4)女 4,717人 (中4)計 9,497人 (‐3)世帯数 3,401戸 (1)平 成13年 9月 30日 現在
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好
記
録
続
出
に
会
場
沸
く

総

第
五
十
六
回
村
陸
上
競
技
大

会

（主
催

一
今
帰
仁
村
体
育
協

会

。
大
城
勝
会
長
）
が
十
月
六
、

七
の
両
日
、
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

主
会
場
に
益
大
に
開
催
さ
れ
、
各

競
技
に
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
。当

日
は
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和

の
も
と
、
選
手
ら
は
各
チ
ー
ム
の

名
誉
を
担
い
、
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ

ー
ル
ド
で
日
ご
ろ
鍛
え
た
力
と
技

を
発
揮
し
、
そ
の
結
果
、
四
種
目

で
大
会
新
記
録
、　
一
種
目
で
大
会

タ
イ
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
近
年

に
な
い
目
覚
し
い
活
躍
ぶ
り
で
会

場
を
沸
か
せ
た
。

注
目
の
得
点
争
い
は
、
男
子
の

部
が
今
泊
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
が

謝
名

・
越
地
チ
ー
ム
、
壮
年
の
部

が
兼
次

・
諸
志
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
に
輝
き
、
総
合
の
部
で
は

今
泊
チ
ー
ム
が
接
戦

の
末
、
謝

名

・
越
地
チ
ー
ム
の
連
覇
を
阻

み
、
二
年
ぶ
り
に
王
座
に
返
り
咲

い
た
。

ま
た
、
最
も
活
躍
し
た
男
女
の
優

秀
選
手
に
贈
ら
れ
る
村
長
賞

（男

子
の
部
）
に
は
、　
一
般
男
子
１
０

０

ｍ
で
大
会
タ
イ
、
２
０
０

ｍ
で

大
会
新
を
記
録
し
た
金
城
研
さ
ん

（両
運
）
ま
た
、
議
長
賞

（女
子

の
部
）
に
は

一
般
女
子
円
盤
投
げ

大
会
新
及
び
村
新
記
録
、
ヤ
リ
投

げ
で
大
会
新
を
樹
立
し
た
大
城
夏

樹
さ
ん

（今
泊
）
が
選
ば
れ
記
念

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

優
勝
に
星
年
ぶ
り
今
泊
チ
ー
△

第
弱
固
村
腱
垂
競
技
大
会

幹

竜

要碁ユ
ヽ

■ノ

研 (両運 )

夏 樹 (◆泊 )村新記録及び大会新:己録

一般女子円盤投げ 36m72cm 大城 夏樹

50代砲丸投げ   9m80cm 大城 秀輝

大会新記録

一般男子200m    23秒 4 金城  研

一般女子ヤリ投げ 36m92cm 大城 夏樹

大会タイ記録

一般男子 400m 44秒 2 金城  研 (両運)

城

城

金

大
一　

一

首目⌒　首目⌒

長

長

村

議

附
川
咽
吼

(今泊)

(兼 諸)

(両運)

(今泊 )

＜
八
イ
レ
ベ
ル
の
争
い

と
な

っ
た

一
般
男
子

の
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー

▲三年連続で一般男子走高跳びを

制した嘉陽正人 (玉 呉)選手

▲各字の旗手に国まれ力強く選手

宣誓する島袋光知 (謝 越)選手

▲総合優勝に喜ぶ◆泊チームの選手団

― く苺 ■ ′

＜

一
斉
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
と
び
出

す
‐Ｏ
ｋｍ
　
鍋
ｋｍ
の
選
手
た
ち

i・ |=r t― _

▲50代砲丸投げで村記録を樹立した

大効秀輝 (兼 諸)選手

▲一般男子 110mh、 三段跳びの二冠を達成し

た和仁屋恒輝 (謝 .越)選手

記 録 更 新 者

鬱001年)平成 13隼 11月 1日 広 幸Rなき じん  2



3 広報なきじん ⑫ool年)平成13隼 11月 1日

静鞘 1位 2位 3位

総合の部 今 泊 (216点 ) 謝・越 (210点 ) 兼・諸 (195点 )

男子の部 今 泊 (98点 ) 謝・越 (73点 ) 与・仲 (72点 )

女子の部 謝・越 (59点 ) 与・仲 (59点 ) 兼・諸 (50点 )

壮年の部 兼 '諸 (85点 ) 今 泊 (68点 ) 謝・越 (68点 )

総合・各部門別の団体成績表

※同点の場合、上位入賞種目の数によって順位を決める。

第56回今帰仁村陸上競技大会成績一覧表

―
r

▲一般男子400mの混戦を制したのは

上間勲 (◆泊)選手

▲一般女子中長距離 (800m、 3000m)
で 2冠の島袋茜 (与 仲)選手

▲災天下、競技役員として奮闘する

決勝審判員の皆さん

ll 位

種 曽

1  位 2 位 3 位

氏 名 チーム名 記 録 氏 名 チーム名 記 録 氏 名 チーム名 H己 録

一般男子

100m

200m

400m

800m

1500m

5000m

10km

20km

l10mH

400mR

1600mR

走高pt

走幅跳

二段Dt

棒高跳

砲丸投

円盤投

ヤリ投
ハンマー投

金城  研

金城  研

上問  勲

運天  肇

諸喜田 寿

吉嶺  真

諸喜田 寿

島袋  誠

和仁屋恒輝

勢 ,度

勢・渡

嘉陽 正人

玉城 光明

和に屋恒輝

嘉数 貴人

久田 泰丈

嘉腸 安彦

嘉陽 安彦

新里 真澄

両運

両運

今

両運

兼 諸

謝 越

兼 .諸

与,仲

謝 越

玉・呉

謝 越

天

謝 越

謝 越

今

11″ 2

23″  1

57〃 0

2′ 18″ 5

4′  45″  8

19′ 41〃 3

39′  38″

1°  26′  23°

17〃 8

49″  5

4′ 11″ 0

lm85cm

5m90cm

12m21cm

3m12cm

10m95cm

30m94cm

51m66cm

29m04cm

仲宗根尚二

仲宗根尚二

上地 博文

稲福  竜

新城 康人

島袋  誠

嘉陽 宗宏

吉嶺  真

嘉陽  聖

今 泊

両 運

久田 泰丈

嘉陽 正人

内問 将二

島袋 幸輝

玉城  拓

外間 直樹

山城  武

大城 剛哉

与 仲

与 仲

勢 1度

与 仲

謝.越

与 十中

謝 越

謝 越

1勇

天

玉 呉

兼 諸

兼 諸

謝 越

崎 平

兼 諸

崎 平

11″ 7

24″ 7

57″  6

2′  25〃  2

4′  58″ 4

20′  21″  7

42′  10″

1°  28′  41″

20/ 5

50/ T

4′ 11″ 2

lm70cm

5m80cm

llm35cm

3m00cm

10m04cm

30m42cm

48m04cm

23m92cm

上原 拓也

上原 拓也

上原 義文

大城 裕也

仲里 一真

諸喜田賢一

諸喜田賢一

上問  司

大城  勉

与 .仲

与 .仲

玉城 光明

具志竪 健

金城 茂範

上原 一也

与那嶺 久

与那嶺 久

仲宗根武志

大城 裕二

玉,呉

与 仲

勢 i度

ナ妥ri度

諸 越

崎,平

玉.呉

与 仲

与 仲

今

兼 諸

11 8

25″  1

57″ 8

2′  28″

5′  23″

21′  15

43′  58

1°  34′

23″  5

52〃  2

4′ 12″

0

07″

7

lm60cm

5m52cm

llm24cm

2m50cm

9m58cm

26m27cm

45m05cm

22m60cm

一般女子

100m

200m

400m

800m

3000m

100mH

400mR

走高跳

走幅跳

砲丸投

円盤投

ヤリ投

年令別リレー

宮城みちよ

内問由利嫁

仲里 綾子

鳥袋  茜

島袋  茜

島袋  望

謝 越

大城 小牧

仲宗根美咲

島袋 美雪

大城 夏希

大城 夏希

兼 諸

謝

兼

謝

与

与

与

勢 渡
与 I中

謝 越

今

今

15″ 5

31″ 9

1′ 12″ 6

3′  04″  9

13′  56″  6

28″  8

1′  03' 1

lm35cm

3m84cm

8m08cm

36m72cm

36m92cm

l′ 02″ 4

内間曲利嫁

宮城みちよ

玉城ともえ

内問 エリ

上間 春美

兼 諸

仲宗根美咲

久田 友子

吉元 智子

島袋 美雪

与那嶺智子

謝 性党

茉 諸

謝 越

与 仲

兼.諸

謝 越

与,仲

1勇

謝 越

兼.諸

15

34

1′

3′

16

6

0

23″

11〃

19″

6

0

5

I′ 03″ 2

lm25cn

3m77cm

7m68cm

24m74cm

23m63cm

l′ 05″ 4

仲宗根睦乃

喜屋武智恵

嘉数美沙校

新城 千秋

仲宗根

玉城ヒフミ

嘉陽美和子

祖父江清美

嘉陽真曲美

照屋るみ子

与・イ中

謝 ,越

玉 呉

両 運

与 仲

天

今

今

15″ 6

34″  5

,′  27″  8

3  34〃  4

1′ 05″ 1

lm25cn

3m58cm

7m42cm

17m43cm

23m08cm

l′ 06″ 3

30代

100m

1500m

走幅跳

円盤投

走高跳

砲丸投

島袋 勝也

宮里  晃

島袋I勝也

与那嶺 誠

大嶺  敦

新城 吉武

兼 諸

謝 .越

兼 諸

今

謝 越

宗

12'0

5′  45″  0

5m77cm

29m17cm

lm55cm

9m95cm

久田 哲史

沢歯氏 博光

大嶺  敦

嘉陽 直樹

山城  存

山城  智

天

1勇

謝 越

1勇

宗

兼 諸

12″ 1

5′  49' 5

5m29cm

25m00cm

lm55cin

9m77cm 沢権氏 工樹

嘉陽 直樹

上問 宏明

山城  存

玉城 義克

1勇

茉 諸

,勇

13″ 2

5′  54″  1

4m74cm

24m14cm

9n49cm

40代

100m

800m

走幅跳

円盤投

走高跳

砲丸投

我那覇宗藤

城問 喜光

山城 正樹

与那嶺勝明

山城 正樹

石川 清陸

与,仲

兼 諸

12″ 8

2′  28″  0

5m38cm

31n34cm

lm50cm

10m01cm

島袋 ll軍也

山城  嘉

金城 寛信

石嶺  敏

謝花 喜美

石嶺 光敏

兼,諸

兼 諸

謝 こ完

崎 平

勢,i度

崎 平

13″ 2

2′  30″  9

4m90cin

25m91cm

lm45cm

9m78cm

城間 喜光

平安山英幸

運天 英彦

仲本  満

大城  薫

仲原 政秀

1勇

両 運

今

兼 言音

宗

13/3

2′  39″  8

4m89cm

25m80cm

lm45cm

9m68cm

50代

100m

砲丸投

嘉数 照光

大城 秀輝 兼・諸 9m80cm

13 0 大城 淳良

金城 秀樹

天

謝 越

13

9m37cm

島袋 松男

座間味栄立

謝.越

両 運

13〃 8

9■ 18cm

60代

100m

砲丸投

年令別リレー

諸喜田信夫

田港 朝和

大l成 藤正

兼 諸

兼 諸

天

茉 ,諸
|

13″ 5

8M88

54″ 5

田港 朝不日 天

同記録のため1位が2人

天 庁氏
|

14″ 8

55″ 5

新城 堅 ―

我喜屋宗難

謝 越

玉 .呉

1身

15″ 5

8m84cm

56″ 5

総合得点

lし買位 チーム 得  点

1.

2.

3.

4.

5,

6

7.

8

9,

10.

11.

12.

泊

鞄

・諸

。仲

。渡

川

運

底

紳

。呉

。平

悧

今

謝

兼

与

勢

湧

両

天

仲

玉

崎

古

216

210

195

161

119

109

103

94

91

74

53

1



仁
村
議
会
議
長

今

帰
仁

村
収

入

役

チ
ン
舎

Ａ運
　
天

仲
尾
次

ン
チ
ュ
大
会
に
ア
ル
ゼ
シ
チ
ン
か

ら
も
多
数
参
加
し
、
大
会
を
成
功

に
導
く
よ
う
協
力
し
た
い
」
と
挨

拶
、
各
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
在

亜
県
連

か
ら
功
労
者
表
彰
が
あ

り
、
今
帰
仁
村
人
会
か
ら
諸
喜
田

敬
氏

（諸
志
出
身
）
、
内
間
貞
雄

氏

（諸
志
出
身
）
、
上
間
貞
夫
氏

（今
泊
出
身
）
ら
が
受
賞
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
在
亜
県
連
と
母
県
及

び
、
隣
国
と
が
相
互
に
記
念
品
を

交
わ
し
、
最
後
に
交
流
の
誓
い
が

述
べ
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
式
典
を
閉
じ
た
。
式
典
後
の

祝
賀
会
で
は
参
加
者
が
入
り
混
じ

り
会
場
満
杯
の
状
態
の
中
で
名
刺

交
換
、
友
人
知
人
の
紹
介
あ
り
で

賑
や
か
さ
も
最
高
項
に
達
し
延
々

と
祝
宴
が
続
い
た
。

三
日
目

（人
月
二
十
日
）
は
、

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「記
念

芸
能
祭
」
が
華
や
か
に
開
幕
、
第

一
部
と
第
二
部
に
分
か
れ
、
二
十

人
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。

琉
球
舞
踊
を
は
じ
め
、
日
本
舞

踊
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
多

彩
、
演
じ
る
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

三
世
の
世
代
と
聞
か
さ
れ
、
沖
縄

の
伝
統
芸
能
が
次
世
代

へ
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

幕
開
け
の
地
謡
を
務
め
た
小
波

蔵
智
氏

（兼
次
出
身
）
は
、
野
村

流
音
楽
協
会
亜
国
支
部
長
の
傍
ら

師
範
と
し
て
後
輩
の
指
導
に
あ
た

っ
て
お
ら
れ
る
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ウ

チ
ナ
ー
グ
チ
が
分
か
ら
な
い
小
中

学
生

の
二
世
に
よ
る

「
三
線
演

奏

。
島
唄
」
や
嘉
手
納
口
ベ
ル
ト

君

（今
泊
出
身
）
の
空
手
演
舞
、

ま
た
、
山
城
志
保
子
さ
ん

（与
那

嶺
出
身
）
の
独
唱

「汗
水
節
」
等

が
流
れ
る
と
、
年
輩
の
方
々
は
涙

し
て
共
に
口
ず
さ
み
遠
く
ふ
る
さ

と
を
思
い
な
が
ら
声
援
を
送
る
姿

に
は
本
当
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

一
部

・
二
部
の
演
目
は
午
後
四

時
か
ら
十

一
時
ま
で
続
き
、
会
場

周
辺
の
ロ
ビ
ー
や
野
外
広
場
で
は

名
産
の
ア
サ
ー
ド

（焼
肉
）
、
沖

縄
そ
ば
、
ワ
イ
ン
、
黒
糖
な
ど
の

料
理
が
ふ
ん
だ
ん
に
振
舞
わ
れ
、

延

々
七
時
間
に
及
ぶ
舞
台
演
舞

は
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
さ
せ

る
ほ
ど
素
晴
ら
し

い
も

の
で
し

た
。
ま
た
当
日
の
役
員
で
は
理
事

の
諸
喜
田

一
徳
氏

（謝
名
出
身
）

を
は
じ
め
、
伊
波
興
彦
氏

（天
底

出
身
）
、
仲
宗
根
誠
氏

（与
那
嶺

出
身
）
ら
が
進
行
、
案
内
役
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

0
吉 政

澄 徹

公
式
日
程
の
二
日
目

（人
月
十

九
日
）
は
、
同
県
連
会
館

に
て

「在
亜
沖
縄
県
人
連
合
会
創
立
五

〇
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、

在
亜
県
人
を
は
じ
め
、
地
元
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
長
、
駐
亜
日
本

国
大
使
館
か
ら
二
浦
春
吉
領
事
、

沖
縄
県
副
知
事
　
比
嘉
茂
政
氏
ほ

か
県
職
員
、
沖
縄
県
議
会
議
長

伊
良
皆
高
吉
氏
ほ
か
沖
縄
県
議
員

団

一
行
、
隣
国
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル

ー
か
ら
の
代
表
、
南
風
原
町
、
北

谷
町
、
名
護
市
、
宜
野
座
村
、
今

帰
仁
村
か
ら
も
代
表
が
参
加
、
千

人
余
り
の
関
係
者
で
会
場
を
埋
め

つ
く
し
た
。

式
典
で
は
、
在
亜
県
連
会
長

玉
城
智
氏

（名
護
市
出
身
）
が
こ

れ
ま
で
在
亜
県
人
会
が
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
五
〇
年
の
道
の
り
を
述
べ

ら
れ
、
「沖
縄
か
ら
多
数
の
慶
祝

団
を
迎
え
、
盛
大
な
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝
の

意
を
表
明
、
「
こ
の
式
典
を
契
機

に
、
郷
土
沖
縄
と
在
亜
県
人
と
の

絆
が
更
に
強
ま
り
、
子
々
孫
々
ま

で
活
発
な
交
流
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
十

一
月
に
母
県
で

開
催
さ
れ
る

「世
界
の
ウ
チ
ナ
ー▲華麗な琉装で四っ竹を演じる在亜村人会の皆さん

▲在亜県連会長・玉城智氏と (中 央左)と
今帰仁村人会長・山城弘美氏 (中央右)

▲「汗水節」を熱唱し会場
を沸せた山城志保子さん
(村人会長夫人)

▲会場での村大会の皆さんとのスナップ

そ
よ

黄

rを ■ふ

・桑
，

署
一

基
勇
ｒ
　

・

汗

ペミ :|

慧
′

蔦爺
ミ懸

Ｖ

ｔ
Ｓ基

〒
洋
！

焉警▼
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第
十
九
回

〈フ
嬬
仁
村
青
少
年
の
主
張
大
会

中
学
校
の
頃
小
学
校
は
楽
し
く

な
い
場
所
だ
と
思

っ
て
い
た
。

学
校

へ
行
く
意
義
、
学
ぶ
理
由

な
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ

一

つ
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
人

は
信
じ
ら
れ
な
い
、
私
は

一
人
で

生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ

け
だ

っ
た
。

そ
ん
な
私
に
も
夢
は
あ

っ
た
。

し
か
し
、
環
境
や
人
の
せ
い
に
し

て
、
努
力
も
せ
ず
諦
め
て
し
ま

っ

た
。
そ
ん
な
、
自
分
勝
手
で
、
テ

ー
ゲ
ー
主
義
で
、
簡
単
に
夢
を
諦

め
て
し
ま
う
自
分
が
嫌
に
な
り
、

一局
校
に
入
学
し
た
ら
、
き

っ
と
達

う
自
分
に
、
新
し
い
自
分
に
生
ま

れ
変
わ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
。

北
山
高
校
に
入
学
し
て
、
素
敵

な
先
生
方
と
出
会

っ
た
。
先
生
方

は

一
人
の
大
人
と
し
て
対
等
に
見

て
く
れ
、
私
た
ち
を
心
か
ら
信
頼

し
、
支
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
、
先
輩
と
の
出
会
い
が
あ

っ
た
。

そ
の
先
輩
は
、
私
た
ち
に

「自
分

の
道
は
自
分
で
切
り
拓
く
も
の
」

人
ま
か
せ
に
し
て
い
た
ら
、
い
つ

ま
で
も
子
供
の
ま
ま
だ
。
だ
か
ら

私
た
ち
北
山
生
は
、
行
事
や
学
校

生
活
を
、
自
ら
の
手
で
創
り
上
げ
、

自
己
統
治
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、　
一
人
の
大
人
と
し
て

本
当
に
認
め
ら
れ
る
の
だ
、
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
先
輩
は
い
つ
も
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
北
山
高

校
の
自
治
活
動
や
文
化
活
動
が
よ

り
豊
か
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
多
く
の
活
動
に
参
加
し
、

そ
の
思
い
を
み
ん
な
に
伝
え
よ
う

と
、　
一
生
懸
命
だ

っ
た
。
そ
の
姿

に
私
は
心
を
打
た
れ
、
先
輩
の
よ

う
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
。
中
学

生
の
時
、
授
業
中
を
寝
る
時
間
に

し
て
い
た
私
が
、
積
極
的
に
授
業

に
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

し
て
Ｈ
Ｒ
長
、
生
徒
会
執
行
部
と

大
き
な
役
を
か
つ
て
出
て
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
切
り
拓
い
て
い

こ
う
と
思

っ
た
。

し
か
し
、
私
が
変
わ
ろ
う
と
す

る
と
、
同
じ
中
学
だ
っ
た
友
達
は
、

私
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
コ

人

だ
け
い
い
子
ぶ
っ
て
」
と
か

「内

申
上
げ
る
た
め
」
等
、
色
々
言
わ

れ
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｒ
長
と
し
て
ク

ラ
ス
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
も
、

ま
と
め
ら
れ
ず
、
生
徒
会
執
行
部

に
居

て
も
、
何
に
も

で
き
な

い
。

自
分
の
無
力
さ
に
気
が

つ
き
、
自

己
嫌
悪
に
陥

っ
て
、
逃
げ
出
し
て

し
ま
う
自
分
が
い
た
。

そ
ん
な
時
、
私
を
支
え
、
励
ま

私
を
育
て
て
く
れ
た
場
所

北
山
高
校
三
年

上
間
　
千
恵

し
て
く
れ
た
の
は
同
じ
部
活
の
伸

間
だ

っ
た
。

私
は

一
年
生
の
時
、
先
輩
に
憧

れ
、
先
輩
と
同
じ
部
活
の
高
校
生

文
化
研
究
会
に
入
部
し
た
。
北
山

高
文
研
は
、
知
的
で
素
敵
な
自
分

を
つ
く
る
た
め
、
自
ら
進
ん
で
学

び
、
納
得
の
い
く
高
校
生
活
を
創

造
的

に
開
発

し
て

い
こ
う
と
、

日
々
努
力
し
て
い
る
部
活
で
、
進

路
実
現
、
自
己
実
現
に
向
け

一
緒

に
が
ん
ば
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
仲

間
が
集
ま

っ
た
部
活
動
だ
。
そ
ん

な
仲
間
に
支
え
ら
れ
私
は
こ
れ
ま

で
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
内
申
の
た
め
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
た
め
、
私
の
た
め
に
、

私
は

一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
い
る

ん
だ
と
い
う
事
を
、
友
達
に
認
め

て
も
ら
お
う
と
、
今
も
な
お
、
が

ん
ば
り
続
け
て
い
る
。

北
山
高
校
に
入
学
し
て
、
人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
事
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
事
を
知

っ
た
。
北
山
高
校
は

『
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
願

い
が
叶

う
学
校
』
を
生
徒
会
テ
ー
マ
に
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
自

主
的
に
行
事
や
生
徒
会
活
動
を
行

な
い
、
自
ら
の
手
で
造
り
上
げ
る

こ
と
の
で
き
る
魅
力
的
な
学
校

だ
。
私
は
こ
の
緑
豊
か
な
学
習
環

境
の
、
人
間
性
豊
か
な
先
生
方
、

先
輩
方
に
恵
ま
れ
た
北
山
高
校
に

入
学
で
き
て
幸
せ
だ
と
思

っ
て
い

玄υ
。そ

れ
は
、
私
を
こ
こ
ま
で
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
学
校
だ
か
ら
だ
。

テ
ー
ゲ
ー
主
義
で
人
の
せ
い
に
し

て
は
、
夢
を
諦
め
る
こ
と
し
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
私
に

一
生
懸
命
夢

を
追
い
求
め
る
こ
と
の
大
切
さ
や

学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
教
え
て
く
れ

た
学
校
だ
か
ら
だ
。

そ
し
て
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
場
所
だ
か

ら
だ
。

人
は
誰
で
も
変
わ
ろ
う
と
思
え

ば
、
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
楽

し
み
は
、
人
が
創

っ
て
く
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
で
創
る
も
の
。

自
分
の
道
は
自
分
で
切
り
拓
い
て

い
く
も
の
。
そ
れ
を
こ
の
学
校
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
も
な
お
、

自
分
で
自
分
を
し
き
る
ち
か
ら
を

つ
け
る
た
め
、
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
私
は
学
ん
で
い
る
。

私
は
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
た
め

に
、
私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
や
北
山
高
校
、
今
帰
仁
村

の
た
め
に
、
県
外
の
大
学

へ
進
学

し
、
も

つ
と
も

つ
と
多
く
の
こ

と

を
学
び
、
自
分
を
磨
い
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
将
来
、
沖
縄
に
戻
り
、

今
帰
仁
村
の
福
祉
に
貢
献
す
る
人

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
私
を
育
て
て
く
れ
た

両
親

へ
、
私
が
辛
い
時
励
ま
し
て

く
れ
た
仲
間
へ
、
私
を
支
え
て
く

れ
る
先
生
方
、
全
て
の
人
へ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
『あ
り

が
と
う
』

5広 報 な き じん 鬱ool年)平成13年 11月 1日
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恵
愁
輝
う
歌
声
に
観
衆
う
っ
と
り

ｅ
婦
仁
ナ
ー
ク
ニ
ー
六
会
開
催
教育委員会

一騒
　
大
会
開
催
を

剥
望
む
多
く
の
村

民
の
声
で
十
五

年
ぶ
り
に
復
活

し
た
今
大
会
に

は
村
内
か
ら
十

四
名
の
歌
い
手

が
参
加
、
会
場

に
墜

一一線
に
の

せ
た
哀
愁
深
う

ナ
ー
ク
ニ
ー
が

響
き
わ
た
り
、

詰
め
か
け
た
観
客
ら
は
そ
の
歌
声

に
酔
い
し
れ
た
。
中
で
も
参
加
者

中
、
最
高
齢
者
の
内
間
善
助
さ
ん

（
９２
）
（諸
志
）
は
舞
台
最
後
の
締

め
く
く
り
を
元
気
に
努
め
、
高
齢

と
思
え
な
い
ほ
ど
の
伸
び
と
張
り

の
あ
る
声
で
観
客
か
ら

一
際
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
た
。

大
会
を
総
括
し
て
新
城
紀
秀
先

生

（諸
志
出
身
石
川
市
在
）
は

「歌
い
手
、
聞
き
手
が

一
体
と
な

っ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ
る
と

共
に
、
若
手
や
女
性
の
歌
い
手
の

参
加
も
あ
り
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
文
化
の
継
承
発
展
に
今
後

一
層

期
待
が
持
て
る
」
と
激
励
し
、
講

評
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
舞
台
発
表
に

先
立
ち
、
今
泊
サ
ミ
ー
研
究
会
の

皆
さ
ん
が
新
築
や
出
産
な
ど
の
祝

宴
の
前
座
で
今
で
も
行
わ
れ
て
い

る
サ
ミ
ー
の
披
露
で
会
場
を
賑
わ

し
た
ほ
か
、
沖
永
良
部
島
の
シ
マ

唄
を
歌
う
持
田
明
美
さ
ん
を
グ
ス

ト
に
迎
え
大
会
に
華
を
そ
え
た
。

主
催
者
の
村
教
育
委
員
会
は

「伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
ナ
ー
ク
ニ

ー
の
保
存
に
向
け
、
今
後
、
毎
年

開
催
を
し
て
い
く
」
と
話
し
た
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
か

ら
情
感
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

思

い
を
独
特
な
節
回
し
で

唄

い
上
げ
る

「今
帰
仁
ナ

ー
ク
ニ
ー
大
会
」

ぐ
ヽ
ヤ
ー

ク
ニ
と
も

い
う
）
が
十
月

十
九
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

轟
窪

▲各字に伝わる「ナークニー」を情緒たつぶりに唄

▲舞台発表の前に独特なかけ声を発する「サミー」

で会場を沸せた「今泊サミー研究会」皆さん

工
未
を
こ
う
し
た
ユ
ニ
…
ク
な
作
品
ず
ら
り

「融
の
ア
イ
デ
ィ
ア
貯
金
籠
」
層

紙
粘
土
や
木
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
使
い
子
ど
も
達
が
工
夫
を

こ
ら
し
て
作

っ
た

「私
の
ア
イ
デ

ィ
ア
貯
金
箱
」
の
展
示
会
が
こ
の

ほ
ど
、
今
帰
仁
郵
便
局

（親
川
恵

一
局
長
）
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
郵
政
事
業
庁
が
貯
蓄
の

重
要
性
を
知

っ
て
も
ら
い
、
そ
の

関
心
を
高
め
よ
う
と
毎
年
行
う
も

の
で
、
同
局
の
フ
ロ
ア
ー
に
設
け

ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
県

教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
天
底
小
学

校

一
年

の
与
那
妃
奈
乃
さ
ん
の

「
ぞ
う
さ
ん
の
ち
ょ
き
ん
ば

こ
」

郵 便 局

を
は
じ
め
、
村
内
の
各
小
学

だ
校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
状
十

挽

二
点

の
力
作
が
所
狭
し
セ
並

兜
　
べ
ら
れ
た
。

勇
　
作
品
の
中
に
は
、
ス
イ
カ

謝
や
パ
イ
ン
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル

鎌
―
ツ
な
ど
、
今
帰
仁
の
特
産

碇
物
を
題
材
に
し
た
も
の
か
ら
、

一

赤
が
わ
ら

の
民
家

や
三
線

、

枷
獅子舞
い、またテレビで

人
気
の
ゴ
ー
ヤ
ー
マ
ン
な
ど
、

沖
縄
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
も
出
展
さ
れ
、
郵
便
局
に

訪
れ
た
人
た
ち
も
思
わ
ず
足
を
と

め
、
子
ど
も
達
の
作
品
を
感
心
し

た
よ
う
す
で
見
入
っ
て
い
た
。▲県教育長賞を受賞した

天底小 1年与那妃奈乃さん【右上写真】の作品



す
ぺ
っ
て
こ
ろ
ん
で

一
警
営
〃

第
２７
回
側
を
人

・
隔
人
ス
ポ
ー
ツ
六
会

が
ぬ
か
る
む
悪
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
玉
入
れ

や
踊
り
、
ゲ
ー
ム
リ

レ
ー
な
ど
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
中

で
も
各
字
の
婦
人
会

が
総
力
を
あ
げ
て
ぶ

つ
か
る
１
０
０
０

ｍ

リ
レ
ー
で
は
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
す
べ

っ
て
こ
ろ
ぶ
走
者
が

続
出
す
る
な
ど
、
め

ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替

わ
る
順
位
に
応
援
団
も

一
喜

一
憂

し
な
が
ら
盛
ん
な
声
援
を
送

っ
て

い
た
。

オ

・　

‐
こ
ユ
４
基
　
ド

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健

康
づ
く
り
に
努
め
、
世
代

間
交
流

の
場
と
し
て
相
互

の
親
睦
を
深
め
る

「第
二

十
七
回
今
帰
仁
村
老
人

・

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が

十
月
二
十

一
日
、
村
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
村

内
各
字
か
ら
総
勢
四
百
人

余
の
選
手
が
各
競
技
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

こ
の
日
は
前
日
か
ら
降

り
続
く
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

▲各字総力あlナてのリレーに全力疾走 /1

▲山田重信 (湧川)さんと玉効留美子 (越地)

さんの力強い選手宣誓で幕開け
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▲元気いっぱいエイサーを舞う村内各保育所の園児たち

「に
ょ
き
に
ょ
木
？
」
と
６
メ
ー
ト
ん

″
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
開
花

伸
び
た
高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
の
花

軸
の
先
に
は
黄
緑
色
の
小
さ
い
花

が
顔
を
出
し
、
そ
の
姿
は
ま
さ
に

天
に
昇
る
竜
の
よ
う
。

植
物
に
詳
し
い
海
洋
博
熱
帯
ド

リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
る

と

「此
の
種
は
県
内
の
海
岸
に
も

自
生
し
て
お
り
、
ご
く
ま
れ
に
開

花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、　
一

度
開
花
す
る
と
そ
の
株
は
枯
れ
て

し
ま
う
」
と
話
し
て
い
た
。

植
物
好
き
で
知
ら
れ
る
玉
城
さ

ん
宅
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
草
花
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
、
色
と
り
ど
り
の
季
節
の
花

が
咲
き
誇

っ
て
い
る
。

兼
次
の
玉
城
喜
久
雄
さ
ん
宅
で

こ
の
ほ
ど
十
年
か
ら
二
十
年
に

一

度
し
か
花
を
つ
け
な
い
と
い
う
珍

し
い
ア
オ
ノ
リ

ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

（竜
舌
蘭
）
が
花
を
つ
け
話
題
に

な

っ
て
い
る
。

こ
の
ア
オ
ノ
リ

ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

は
メ
キ
シ
ョ
原
産

の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

科

の
植
物

で
二
十

年

ほ
ど
前

に
知
人

か
ら
苗
を
譲

り
受

け
、
裏
庭

に
植

え

た
も

の
が
今
年

九

月

に
な

っ
て
開
花

し
た
。
葉

の
中
心

か
ら
ま

っ
す
ぐ

に

献
晴
れ
の
下
、
国
児
ら
六
は
し
ゃ
ぎ

第
２‐
回
膊
立
保
宮
所
台
同
運
動
会
村立保育所

四
歳
児
と
保
護
者
に
よ
る

「
タ

ー
ザ
ン
パ

ッ
パ
」
で
は
大
好
き
な

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
一肩
車
や

お
ん
ぶ
に
園
児
ら
も
大
は
し
ゃ

ぎ
。
ま
た
、
同
運
動
会
で
は
じ
め

て
披
露
す
る
３
歳

・
４
歳
児
の
エ

イ
サ
ー
で
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

踊
る
チ
ビ

ッ
コ
の
演
舞
に
家
族
ら

が
盛
ん
な
拍
手
を
送

っ
て
い
た
。

「
み
ん
な
で
楽

し
い
運
動
会
」

を
テ
ー
マ
に
村
立
保
育
所
が
主
催

す
る
第
二
十

一
回
合
同
運
動
会
が

十
月
十
二
日
、
村
総
合
運
動
公
園

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
行
わ
れ
、
晴
れ
渡

っ
た
秋
空
の
下
、
村
内
四
つ
の
各

保
育
所
の
園
児
や
そ
の
家
族
ら
が

多
数
参
加
し
、
遊
戯
や
か
け

っ
こ
、

レ
ク
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

高さはなんと6mに まで達した。

兼 次 区



今
蜂
仁
の
グ
ス
ク
を
歩
く

０

季
塞
舎鳴署
移
発夕藝

矛

か
つ
て
玉
城
は
玉
城

・
岸
本

・
寒

水
の
二

つ
の
ム
ラ
が
合
併
し
た
字

で
、
今
で
も
小
集
落
は

「
タ
モ
ー
シ

グ
ミ
」
「
カ
ン
ス
イ
グ
ミ
」
「キ
ス
ム

ト
ゥ
グ
ミ
」
と
呼
称
し
、
そ
の
ま
ま

班
を
構
成
し
て
い
る
。

玉
城
の
ス
ム
チ
ナ
御
嶽
は
玉
城

・

仲
宗
根

・
謝
名

・
越
地
が

「嶽
の
御

願
」
の
と
き
に
拝
む
重
要
な
御
嶽
で
、

玉
城
に
所
在
す
る
。
そ
の
下
方
に
は

玉
城
城
跡
と
し
て
確
認
さ
れ
る
遺
跡

が
あ
り
、
こ
の
地
域
は
東
ア
ザ
ナ
原

の
小
字
名
を
持
つ
。
ア
ザ
ナ
に
は
眺

望
の
い
い
と
こ
る
と
言
う
意
味
が
あ

り
、
首
里
城
跡
の
物
見
台
に
も
ア
ザ

ナ
と
呼
称
さ
れ
る
と
こ
る
が
あ
る
。

玉
城
に
は
も
う
ひ
と
つ
古
島
原
の
ウ

チ
グ
ス
ク
が
所
在
し
渓
谷
を
つ
く
る

大
井
川
の
西
に
グ
ス
ク

・
御
嶽
が
分

布
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
チ
グ

ス
ク
は
残
念
な
が
ら
開
発
に
よ
り
滅

失
し
て
し
ま

っ
た
が
、
古
島
原
か
ら

は
生
活
を
窺
い
知
る
遺
物
を
拾
う
こ

と
が
で
き
る
。
東
側
台
地
に
は
他
に

謝
名
の
ウ
ン
ジ
ョ
ウ
ヘ
イ
遺
跡
が
所

在
す
る
。

大
井
川
を
は
さ
み
西
側
台
地
は
天

底
と
な
り
、
ア
ミ
ス
ガ
ー
周
辺
に
集

落
跡
が
、
ク
ン
ジ
ャ
ド
ー
の
近
く
の

丘
陵
上
に
は
シ
イ
ナ
グ
ス
ク
が
あ

る
。
さ
ら
に
大
井
川
を
上
流

へ
行
く

と
呉
我
山
と
な
る
が
、
こ
こ
に
は
グ

ス
ク
の
伝
承
は
乏
し
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
沖
縄
本
島
北
部
地
域
で
は
特

に
グ
ス
ク
が
集
中
す
る
地
域
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ス

ク
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ

っ
た
の

か
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
今
帰
仁

グ
ス
ク
と
同
時
代
に
、
渓
谷
を
上
流

へ
と
連
な
る
グ
ス
ク
の
姿
を
遺
跡
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（文
化
財
係
　
宮
城
　
弘
樹
）

凸グスク・遺跡等
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北部地区消防操法大会

出場全種目で
入賞果たす

本部町今帰仁村消防団

▲迅速な操作で消化活動を行う小型ポンフ操法に参加した団員

消
防
団
員
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果

と
消
防
技
術
の
向
上

。
士
気
の
高
揚

を
図
ろ
う
と
北
部
地
区
消
防
操
法
大

会
が
九
月
十
九
日
に
金
武
地
区
消
防

衛
生
組
合
で
開
か
れ
た
。

大
会
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ポ

ン
プ
車
操
法
な
ど
計
四
種
目
が
行
わ

れ
、
北
部
各
市
町
村
か
ら
約
百
名
の

消
防
団
員
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
鍛
え

た
技
を
競
い
合
う
中
、
本
部
町
今
帰

仁
村
消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
優
勝
し
、
他
三
種
目
で
も
二
位

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
。
な

お
、
各
競
技
に
お
け
る
成
績
は
次
の

と
お
り
。

ポンプ車操法の部

優勝 (並里浩二、平安山秀樹、大城安次、

荻堂悟、粟国聖―)【本部】
小型ポンプ操法の部
二位 (我那覇尚―、仲里隆、桃原秀樹、

前田有三)【今帰仁I

応用操法の部
二位 (嘉手刈充、仲宗根淳、松田隼人)

【本部】

着装競技の部
二位 (山城正樹)【今帰仁】
七位 (島袋辰也)【今帰仁】

各種目刷成績表

一交
通
安
全
総
点
検
峯
で

危
険
箇
所
チ
ェ
ツ
ク

仲
宗
根
区

交
通
安
全
区
民
の
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
い
、
仲
宗
根
区
交
通
安
全
区

民
の
会

（代
表

】
与
那
嶺
雄
源

区
長
）
が
本
部
警
察
署

（津
波

古
稔
署
長
）
の
協
力
の
も
と
、

同
区
内
の

『交
通
安
全
総
点
検
』

を
行

っ
た
。
こ
れ
は
、
道
路
利

用
者
の
視
点
か
ら
区
内
の
道
路

交
通
環
境

の
問
題
点
を
見

つ

け
、
地
域
ぐ
る
み
で
改
善
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
は
、
参
加
者

か
ら
意
見
を
収
集
し
区
内
の
交

通
環
境
危
険
箇
所
を
示
す

「
ヒ

ヤ
リ
地
図
」
を
作
成

し
た
。

同
会
代
表
の
与
那
嶺
雄
源
区
長

は

「交
通
安
全
は
車
を
も
つ
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
人
が
交
通
安
全

へ
の
参
加
意
識
を
も
つ
こ
と
が

大
切
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
道
路
環
境
づ
く
り
に
む

け
、
今
後
も
区
民
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
た
。
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与主主☆ 第2回 ★冷冷準

だより
鯵 おやつ七JlさなどはんですⅧ
おやつ彰 dlさな どはんです。

手ブくりのおやつは、素Mの選択から砂緒の量まで

コントローんできるので害出てす。

楽しく簡単につくれるメニユーを紹介します。

お子さんと一緒におやつ作りにチヤレンジしませんか?
※対象 :f誨半から5開までの手を彰つ日租

輯 § 日 時  平咸 13年 11日 20日 (火 )

13:30～ 16:00

場 所  1黒提センクー調理室

持ち物  巴手手帳・エブロン・三働巾

(お子さん円七…)

申し込み先 :●帰仁

“

」保健5B商課 盆56‐1234

tθ
轟
一

伊伊

全
国
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
に
恵
ま
れ
た
自
然
歩
道
を

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
ヘ

の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
社

会
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
こ

う
と
環
境
省
の
主
唱
す
る

「全
国
自
然
歩
道
を
歩
こ
う

大
会

。
沖
縄
大
会
」
が
十
月

十
四
日
、
今
帰
仁
村
運
動
公

園
を
発
着
点
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
会
場
に
は
軽
装
姿

の
子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま

で
、
全
国
か
ら
三
百
人
余
り

の
参
加
者
が
集
い
、
準
備
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
ウ

ッ
パ
マ
や
運
天
森
を
巡
る
海

あ
り
山
あ
り
の
変
化
に
富
ん

だ
十
二
キ
ロ
の
道
の
り
を
約

二
時
間
か
け
て
回
り
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
た
。

東
京
か
ら
娘
と
と
も
に
参

加
し
た
田
中
さ
ん
親
子
は

「白
い
砂
、
緑
の
ト
ン
ネ
ル
、

道
端
に
咲
く
車
花
の
す
べ
て

が
新
鮮
で
感
動
の
連
続
で

す
」
と
額
に
汗
を
浮
か
べ
な

が
ら
も
笑
顔
で
感
想
を
話
し

た
ほ
か
、
中
に
は
腰
に
つ
け

た
万
歩
計
を
確
認
し
な
が
ら

歩
く
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ

る
な
ど
、
さ
わ
や
か
な
風
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
思
い
思

い
に
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
た

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫
し

た
。

Ⅷ Ⅷ 阿
全国自然歩道を歩こう大会

しな が ら ウ オ ―キ ングを

今婦仁の自然満瞑 I!

全国から300人余りの参加者来村

笑談を中

達

の

者

然

加

自

参

な

む

か

し

由豆
楽

▲
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・沖縄の美人どころといえば、今帰仁というのが昔から云われており、うるわしい女性のことを「今帰
仁御神」のようだ、または「志慶真乙樽 (し じまうとぅだる)」 とも云います。この昔からの言い伝え
をもとに今帰仁村商工会では、地域振興活性化事業として今帰仁令Ⅱ神の肖像画を募集し、その肖像画を
活用し産業振興に結び付けてぃくことを目的としております。

応募内容 傷については責任を負いかねます。
審査発表 平成 14年 1月 21日 (月 )～ 25日 (金 )

迄の琉球新報社・沖縄タイムス社の両
新聞紙上及び今帰仁村商工会ホームペ

ージ http://www@ocn ne jp/～
uttodaru/に て発表予定。

(入賞者には、連絡致します。)

表  彰 平成 14年 2月 5日 (火)今帰仁村商工

会館にて表彰

審査委員 肖像画選考部会 (今帰仁村
商工会長外若千名)

賞及び副賞 ◆大 賞 30万円…… 1点

副賞/記念品 買上賞 (版権含む)

◆優秀賞 5万円…… 2点

副賞/記念品 買上賞 (版権含む)

◆選外の方には記念品
主  催 今帰仁村商工会「地域振興活性化事業

推進委員会」
応 募 先 〒905-0401 沖縄県国頭郡今帰仁村字

仲宗根99-3今帰仁村商工会宛
TEL 098(l‐ 5(}4474 FAX 098併 5←2796

応募資格

応募規定

(テ ーマ)今帰仁御神の肖像画
募集期間 平成 13年 10月 22日 (月 )

～平成 13年 12月 28日 (金)迄
15歳以上の方であれば、プロ、アマ問
いません。

①絵画 (平面)、 油彩画、水彩画

② 応 募 規 格 :F10号 以 内 (縦
53cm×横 45.5cm以 内)の作品で壁
画展示可能なもの。

③額装 (仮額でも良い)、 アクリル可、
ガラス不可

④応募作品は未発表のものに限り 1

名、 2点 までの応募とします。
⑤応募用紙 (別紙)に必要事項を明記
の上、郵送又は、FAXにてお申し込
み下さい。

⑥出品料 :無料

⑦搬入搬出 ご自分でまたは、宅配便
等の運送業者を通じて行って下さい。
③保管中の作品の扱いについては慎重
に管理致しますが、不可抗力による損

刊¬月は「指名手配被疑者捜査強化及び捜査活動
に対する県民協力確保月間」です。
○指名手配犯人検挙のご協力を1

0「事件かな」と思ったら迷わず1lo番を!

○犯罪について知っていることは積極的に通報を!

家電リサイクル法に関するテレビ・冷蔵庫・エアコン・洗
濯機の収集・運搬を依頼する場合は、下記のいずれかへ直接
お問い合わせください。
大嶺 英元 TEL 56‐ 3552(宅 ) o9o‐ 1942-9070(携 帯)

古堅  盛イ義 TEL 56-2962 (宅 )

し尿のくみとりを依頼する場合は、下記のいずれかへ直接
お問い合わせください。

来見サ|1 正Ftt TEL 56‐ 3707(宅 )

詈屋武信夫  TEL 56-4020 (宅 )

田港 朝英 TEL 56-3436(宅 )

・廃棄物を適正に処理 し、住みよい生活環境を維持 しましょう。

0

一
一
一
一

。今帰仁御神 (な きじんうかみ)と は

今帰仁御神 (志慶真乙樽)と は、今からおよそ700年程前の中北山
時代の頃、今帰仁城の南側に志慶真村 (し げまむら)と いう集落があ
りました。この「しげま村Jに 、乙樽 (ウ トゥダル)と いう絶世の美
女がいました。その美貌のうわさは国中に広がり、今帰仁御神 (ナ キ
ジンウカミ)と もてはやされていました。このようにうっとりとみと
れるほどの綺麗な乙女は、神様みたいに気高いので、「今帰仁御神J

といわれるようになりました。

。今帰仁御神 (志慶真乙樽)肖像画について

今帰仁御神の肖像画作成について、地域振興活性化
事業推進委員会で調査研究 (ア ンケー ト調査等)の結
果、今帰仁御神の人物について下記のように想定して
います。

※ 人であり、 し さ じ さ

せる

(内面的美 しさも兼ね備えている)女性像

～犯罪捜宣にご協力を～

鬱001年)平成13隼 11月 1日 広 報 な き じん lo
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饉羹饉 持爆位機健藤送恐 嘩
～健康は明るいみんなの笑顔から～

12月 8日 (土 )・ 9日 (日 )会 場 :村民体育館
1日 目 午後2時～5時 2日目 午前9時～午後5時

オープニングセレモニ…………………………………14:00  乙羽朝市…………………………………………フ:00～ 12i00

健康講演会                   健康チェック・体力測定・歯科相談…9:00～ 1フ :00

～健康と道づイ1(生・老・病・死)]4:30～ 16:00  母子保健・救急救命・展示…… …………9:00～ 17:00

講師 泉崎病院顧間 平田亮一先生       歩き方教室…………… …… ……… ………9i00～ 10:OO

母子保健展示各コーナー…………14:00～ ]フ:00  村民グラウンドゴルフ大会

主 催 :今 帰 仁 村 健 康 ま つ り実 行 委 員 会

11月 9日は、lB9番の日

「たしかめて」火を消してから次のことをスロ

ーガンに11月 9日から15日 までの間秋の全国

火災予防運動が全国一斉にスタートします。

空気が乾燥し火災のおきやすい季節になり

ます。火の取扱いには充分注意し、火災を

未然に防げるように心がけましょう。

本部町今帰仁村消防組合

障 害 児

知的障害者 f†I‐ムヘ|〉プサービス事業
障 害 児 : 重度の障害のため日常生活を営むのに著しく支障がある重症心身障害

児 (者 )、 知的障害児、身体障害児の属する家庭であって、障害児又はそ

の家庭が障害児の入浴等の介護、家事等の便宜を必要とする場合とする。

日常生活を営むのに支障がある知的障害者であって、当該知的障害者が

入浴等の介護、家事、移動の介護等の便宜を必要とする場合とする。

また、外出時の移動の介護等のサービスの対象者は、重度の視覚障害者

及び脳性まひ者等全身性障害者であって、市町村、福祉事務所等公的機関、

医療機関に赴く等社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等社会

参加のための外出をするときにおいて、適当な付き添いを必要とする場合と

する。

・申込書            ・所得税額を証日月できる
~証
票

・住民票の写し(世帯全員のもの) 。医師の診断書

知的障害者

添 付 書 類 :

お問合せ 役場福祉課。障害福祉係 盗56-4189まで

村
社
会
福
祉
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会
ヘ
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仁
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）
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金
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し
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五
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三
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○
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七
）

よ
り
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様
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香
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五
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と

し
て
十
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香
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様
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し
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さ
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嶺
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）

よ
り
母
、
花
子
様
の
香
典
返
し
と

し
て
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十
万
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○
平
山
良
清
さ
ん

（渡
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一
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）
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成
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し
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三
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た
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さ
ん
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ご
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志

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

晉

寄

付

北山高 3年

上 間 由 香

この写真|よ、友だちと4人で公園

を散歩中に撮りました。後ろから歩

いていた私は周りを囲むたくさんの

木々の中で前を歩く二人の姿に秋を

感じ思わすシャッターを切りました。

魏限表欲・

§

どうくま

しき空F,日 」
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１
■

１
■

1

2
3
4 ○本↓文化祭 (9:00～ 17:00 中央公民館ほか)

5
6
7
8 ○「ふれあい少年の翼」抽選会

9 ○防火デー

10

12
13
14
15
16
17
18
19
20

金

月

火

金

○村文化祭 (1400～ 1盈00 中央公民館ほか)

土
〇世界のナキジンチュ歓迎会 (1&00 商工会館 )

○国頭地区中学校駅伝大会 (1900～  本部町 )

日

月

○区長会 (1400～  第 2会議室 )

○健康相談 (aoo～ 1かoo 保健センター)

○ゆいま―る事業 (与那嶺)

火 ○ポリオ (12130～ 13:00 受付 )

○村親善チャリティゴルフ大会 (嵐山ゴルフ倶楽部)

○リハビリ

○ツールドおきなわ (～ ■日まで)

土
○ガヽ学生ムラ・シマ講座 (9:00～ 13:30 歴史文化センター)

○おもちゃ図書館 (aoo～ 1多oo コミセン)

月/霜月

木 21水
22木
23金
24土
25日
26月
27火
28水
29水
30木

金

土

〇世界のウチナーンチュ大会 (～ 3日 まで )

○ゆいま―る事業 (仲尾次 )

○村バスケッ トボール大会 (欲00～ 村民体育館 )

○乙羽朝市 (竹00～ 中央公民館 )

○健康相談 (凱 00～ 1歩00 保健センター)

○ゆいま一る事業 (諸志 )

○無料法律相談
○ゆいま―る事業 (古宇利 )

○ リハ ビリ

○一人暮らし老人激励会
○デイケア

○動労感謝の 日

○スーパー ドッジ大会
○おもちゃ図書館 (働 00～ lZ00 コミセン)

○沖縄県民体育大会 (～ 28日 まで)

○漁協朝市 (徴00～ 運天漁港)

○健康相談 (復 00～ lZ00 保健センター)

○農委総会

○北山老人大学地域交流会
水

○ リハビリ

１
上

■
上

本

日

水
○ゆいま―る事業 (呉我山)

本

○ゆいま―る事業 (今泊 )

金 ○セリ市 (la30～  セリ市場 )

○乳児健診 (1320～ 1400 受付 保健センター)

○ゆいま―る事業 (渡喜仁 )

4
3

5

○健康相談 徹00～ 1み 00 保健センター)

○ゆいま―る事業 (与那嶺 )

月

火

○区長会 (1400 第 2会議室)

○リハビリ

いま―る事業 (仲尾次 )

り市 (la30～  セリ市場 )

走市帝
Ｈ
い／月２１

■

土

日

1

2

ゆ
セ

○
○

水

本6
7
8

月

○リハビリ

土

日

○やんばる青年の集い (～ 18日 まで )

○おもちゃ図書館 (9Ю O～ 1み00 コミセン)

○壮年 ソフ トボール大会 (鋭00～運動公園 )

○健康相談 (9100～ 12:00 保健センター)

○区長会 (1400～  2階会議室)

○ピアママ教室 (1&30～ laOo)
火

○サン トピア沖縄
～今帰仁城跡世界遺産登録記念ウォーク～

○小学生ムラ・シマ講座 (彼 00～ 1&30 歴史文化センター)

○第■回健康まつり(～ 9日 総合運動公園 )

燃えるゴミ、燃えないゴミは指定袋で出しましよう。中保健予防課―

2002年版

a中縄瞑畷←帳
―規↑各。価梧― 申込締切11/15体 lま で

大型片反サイズ (9cm× η4cm)・・・600円

小型版サイズ (7cm× 1lcm)・・・300円

(あ
｀
申し込み 。あ間い合わせ)

〉中縄県統計協会  TEL098-866-2054

役場企画貝オ政課 TEL56-2¶ 01

沖縄のすがたが一日で分かる

便利でスマートな手帳 !!

新たに潮の干消も掲載 rr

10月 1日～ 12月 31日まで

″
沖縄県共同募金会 :今帰仁村分会

事務所 :今帰仁村社会福祉協議会
奮56-4742

霊S熙学促はる殴

菖模集翼護A件 妻賢ン番スト
日 時 :11月 17日 (土)午後2時～

会 場 :名桜大学多目的ホール

問合せ :名護市国際交流親善実行委員会

編集発行 :今帰仁村役場総務課秘書広報係 〒905‐ 0492 沖縄県今帰仁村字仲宗根219 電話(0980)532101 印刷 :沖縄高速印刷株式会社


